
 

 
「大宮地本不当労働行為損害賠償請求」の第５回口頭弁論が１０月９日に行われました。横浜地本では

ビラ配布行動と大宮地本報告集会（横浜地本からのリモート含む）に参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６名で実施したビラ配布行動では、街の方から「ＪＲはまだ国鉄時代みたいなことをしているのか」「いい会

社だと思っていたのに」「自分は会社の社長だけど労働組合の意見は貴重」といった声をいただきました。 

 ビラ配布後の報告集会では、原告側が原告のNさんと大

宮地本執行委員長が、被告側は被告の S 副長と経営幹部

の Y 執行役員への証人尋問が行われ、原告側の２人から

は「とても緊張した。東労組の仲間がいなければここまで

はできなかった。」といった感想と、「被告の S 副長は会社

の組織に入った途端、法廷の場でも平気で嘘をつくように

なってしまった」。Y 執行役員は主尋問で「不当労働行為の

対策は完璧だ」と証言をしましたが、反対尋問で今事件以

降8件の不当労働行為が発生していることについて「知ら

ない」と証言をしたと報告がありました。 

 報告集会に参加した方からは「これまで組合役員だった

人の心が会社側になるとガラッと変わってしまう会社は怖

い。嘘をつかせてしまう会社の質になっている」といった

意見が出されました。 
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